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アプリケーション内容

Ring Back Webとは？

メロディコール（ＮＴＴドコモ）やＥＺ待
ちうた（ａｕ）などのようなパーソナラ
イズドリングバックトーンの進化版

電話の呼出音（トルル・・・という音）
の代わりに、発信先（TO:）のユーザ
が予め選択したインターネットコンテ
ンツが、発信元（FROM:）の携帯電
話に出力されるサービス
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発信先となるユーザによる事前設定

ＰＣ又は携帯電話から

Ｒing Ｂack Ｗｅｂ設定サイトにアクセス

↓
自分の電話番号、インターネットコンテンツの

ＵＲＬ及び見せたい相手の電話番号を入力
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発信元のユーザによる操作

普通に電話をかけるだけ
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Ring Back Webの仕組み

http://keytel..??-0902222222

http://youtube.??080123456780901111111
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メロディコール（ＮＴＴドコモ）やＥＺ待ちうた（ａｕ）

では、キャリアが用意した音楽しか設定できない

↓

ブログ、ホームページ、写真、音楽又は

動画など、インターネット上に存在する

あらゆるコンテンツを設定可能

↓

個性を存分にアピール

メロディコールの進化版
Ring Back Webの使い方
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Ring Back Webの使い方

プレゼンス機能として
電話に出られるか否か、現在の居場所

などの発信先のユーザの状態（プレゼンス）

を含むメッセージを発信元の携帯電話に表示

↓

市場が急拡大するビジネス用携帯電話

のキラーアプリに
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コールセンターでの活用

コールセンターに電話してきた

携帯電話に、ＦＡＱなどを含む

WEBページを出力

↓

オペレータへの接続待機ユーザが減少

Ring Back Webの使い方
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Ring Back Webアプリの配布に貢献

とくナンバーではブラウザを、

QRコードではリーダーを起動する必要がある

↓

ダイアラーで電話の発信操作をするだけなので、

誰でも簡単にホームページへアクセスできる。

その上、ログイン状態でアクセスさせることも可能

↓

クイックアクセスソリューション

Ring Back Webの使い方
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携帯電話事業者

発信元ユーザ

広告代理店

広告主

メロディーコールモデル

ビジネスモデル

バナーの広告料

広告料の一部

発信先ユーザ

コンテンツ設定料
パケット定額制へ

の加入者増
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発信元ユーザ

広告代理店

無料携帯電話モデル

ビジネスモデル

動画広告料

広告料の一部

発信先ユーザ

動画広告表示後
に電話を発信

広告主

MVNO 携帯電話
事業者回線料

携帯電話の通信料が
すべて無料に
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発信元ユーザ

アフィリエイト
運営業者

新たなアフィリエイト市
場の創設モデル

ビジネスモデル

動画広告料

発信先ユーザ

発信先ユーザが
アフィリエイト広告

を設定

広告主

携帯電話事業者

アプリ配布
奨励金

アフィリエイト
報酬パケット定額制へ

の加入者増
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これまで紹介した３つのビジネスモデルは

日本だけでなく、海外でも受け入れられる

↓
２００８年現在で３３億台の携帯電話が

２０１５年には５０億台に増加。その主戦場は、

アジアやアフリカなどの発展途上国。

↓
発展途上国にとっては、広告モデルでの

無料携帯電話は、非常に魅力的。

↓

海外での展開

発展途上国での携帯電話の爆発的な普及には、

新１円携帯モデルが有効
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発信元ユーザ

広告代理店

新１円携帯モデル

ビジネスモデル

広告料の一部

発信先ユーザ

広告主

端末メーカー
携帯電話
事業者

バナーの広告料

1円で携帯電話

を配布
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ターゲットとするプラットフォーム

Ring Back WEBは、ダイアル機能とインター
ネット機能とを連動して、同時に動作。

↓
ダイアル機能とインターネット機能との

垣根がないＡｎｄｒｏｉｄでの実現が容易

↓
Ring Ｂack ＷＥＢは、より多くの携帯

電話に実装されるほど、真価を発揮

↓
全てのプラットフォームをターゲットに
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連絡先

株式会社キーテル

android@keytel.co.jp


